
任
意

標
本

調
査
法
一
四
一

開

彌
　
三

郭

六
五 層

化
抽
出
法

ｏ
ｏ
　
層
化
一
段
抽
串
法
に
。
於
け
る
搾
定
式

の
適
正
配
分

働
母
分
散
の
棒
定

ゆ
　
層
化
抽
閏
法
の
精
度

働
　
層
化
二
段
抽
出
法
に
於
け
る
搾
定
式

ゆ
適
正
配
分

○
っ
　
母
分
散
の
搾
定

確
率
比
例
抽
串
法

仙
　
一
個
の
集
落
を
抽
出
す
る
場
合

似
　
重
複
抽
閏
を
許
す
場
合

１
層
他
抽
出
法

層
化
一
段
抽
出
法
に
於
け
る
推
定
式

任
意
本
調
査
法
（
四
）

　
層
化
捕
出
法
は
母
集
団
の
構
成
単
位
を
、
調
査
せ
ん
と
す
る

性
質
叉
は
そ
れ
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
他
の
性
質
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

同
質
的
な
単
位
の
層
に
分
汐
、
各
層
毎
に
単
位
を
抽
出
し
て
標

本
を
構
成
す
る
方
法
で
あ
る
。

１
）
層
化
抽
出
法
の
特
徴
は
す
べ
て
の
層
よ
り
且
各
層
毎
に
１
別
々
に

　
抽
串
が
行
れ
る
事
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
層
化
に
．
際
し
て
同
質
的

　
な
単
位
の
層
に
１
分
っ
事
は
、
層
化
抽
串
法
の
必
ず
し
も
本
質
的
な

　
条
件
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
唯
後
蓮
す
る
よ
う
に
１
層
内
同
質
に
・
す

　
る
事
が
層
化
抽
串
法
の
精
度
を
高
め
る
所
以
で
あ
る
か
ら
、
　
一
般

　
に
－
層
化
抽
閏
に
１
於
て
は
同
質
的
な
単
位
を
集
め
て
層
を
作
る
の
で

　
あ
る
。

　
今
〃
個
の
調
査
単
位
よ
り
成
る
母
集
団
冗
を
ｚ
個
の
層
に
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
帖

ち
、
各
層
内
の
単
位
の
数
を
そ
れ
ぞ
れ
”
個
（
“
１
１
■
ド
三
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
＝
二
（
五
〇
三
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
四
号
）

　
　
■

（
声
】
宅
、
宅
）
と
し
、
．
ｚ
番
層
に
於
け
る
ノ
番
調
査
単
位

　
　
～
”
－

の
変
量
を
～
で
表
す
と
、
ク
番
層
の
平
均
値
勾
、
分
散
ぺ
は

　
　
’
　
　
－
　
婁
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
き

　
さ
１
－
∴
ぐ
－
】
ざ
ミ
３
的
１
１
斗
一
Ｍ
（
ざ
、
－
ざ
）
。
。

　
　
　
　
｛
、
Ｈ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
、
１
－
一

で
あ
り
、
母
集
団
冗
に
於
け
る
平
均
値
元
、
分
散
♂
は

　
　
　
Ｈ
　
ト
　
き
　
　
　
Ｈ
　
卜

　
副
ｕ
オ
凶
】
さ
、
１
１
↓
Ｍ
ぺ
讐
　
　
　
　
　
　
　
（
ｑ
．
－
）

　
　
　
　
｛
「
一
～
ポ
一
　
　
　
　
　
　
　
｛
ｕ
－

　
　
　
（
汽
｛
、
“
軸
圃
ｅ
碑
暮
叫
（
ユ
）

　
　
　
　
Ｈ
　
卜
　
宅
｛

　
　
ｑ
，
１
１
当
、
凶
】
（
さ
、
１
剖
）
岨

　
　
　
　
　
｛
Ｈ
一
～
Ｈ
－

で
あ
る
、
こ
の
ｚ
個
の
層
の
各
よ
り
伽
個
（
“
い
－
ギ
：
＼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

宛
の
調
査
単
位
を
抽
出
し
て
、
大
い
さ
ミ
（
１
１
■
き
）
の
標
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
－
－

を
構
成
し
た
場
合
の
母
平
均
の
推
定
式
を
求
め
よ
う
、
母
平
均

　
１
）

は
５
・
よ
り
明
ら
か
な
如
く
、
各
層
の
量
的
大
い
さ
を
総
計
し
て

　
（

単
位
総
数
で
除
し
た
値
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
各
層
の
量
的
大
い

さ
を
推
定
し
、
そ
れ
の
総
計
を
平
均
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
、

．
２
番
層
に
於
て
は
”
個
の
単
位
よ
り
伽
個
の
単
位
が
抽
出
さ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
ユ
、
の
層
の
量
的
大
い
さ
ム
の
不
偏
推
定
値

１
　
の

．
形ｘ

は
弓
よ
り

　
　
Ｑ

　
　
　
　
ｋ
く
　
。
、
、

　
ン
、
１
１
、
、
、
、
】
よ
、
、
一
亥
ざ
、
）
Ｈ
レ
、
｛
　
　
　
　
（
？
〕
）

　
　
　
　
　
｛
、
Ｈ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
（
五
〇
四
）

ノ
し
あ
り
、
従
っ
て
母
平
均
ダ
の
推
定
値
〆
は

　
　
’
、
　
Ｈ
　
■
　
　
　
Ｈ
　
■
ミ
｛
ミ
“
　
一

　
零
１
１
↓
Ｍ
ｕ
ｋ
・
、
１
１
↓
】
ミ
　
】
さ
、
　
　
　
　
（
ｑ
．
ｏ
。
）

　
　
　
　
　
｛
Ｈ
－
　
　
　
　
　
　
　
｛
Ｈ
ｐ
　
　
｛
～
Ｈ
－

と
な
る
。
こ
れ
の
期
望
値
を
求
め
る
と

　
　
　
　
　
Ｈ
　
■
　
　
　
　
－
）
　
Ｈ
　
■

　
、
（
制
、
）
１
１
↓
凶
Ｎ
（
＼
｛
、
）
１
１
↓
Ｍ
］
ｋ
“
１
１
約
　
　
　
（
ｑ
．
｛
）

　
　
　
　
　
　
“
Ｈ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
Ｈ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
）

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

で
あ
る
た
め
、
５
・
式
は
母
平
均
の
不
偏
推
定
値
で
あ
る
。
そ
し

　
、
ノ
　
　
　
　
　
　
　
（

て
曽
分
散
は

　
（

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
■
　
　
　
　
閑
）

　
　
＼
（
割
、
）
Ｈ
．
ミ
帖
】
、
、
（
ぺ
｛
、
）

　
　
　
　
　
　
　
｛
１
；
一

　
　
　
　
　
Ｈ
　
ト
　
　
　
ミ
｛
－
、
よ
ｑ
，

　
　
　
　
１
ー
オ
、
｝
タ
心
ざ
上
Ｊ
■
一
（
Ｎ
．
・
。
ｑ
）
一
（
ｑ
．
け
）

若
し
〃
が
伽
に
比
し
て
可
成
り
大
で
あ
り
有
限
母
集
団
修
正
を

無
視
し
得
る
時
は

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
■
　
　
　
ｑ
．
的

　
　
［
、
（
剖
、
）
１
ー
ミ
一
Ｍ
ミ
一
的
ミ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｑ
・
ｏ
）

　
　
　
　
　
　
　
｛
”
－
　
　
　
　
　
｛

で
あ
る
、

　
Ｄ
２
）
　
標
本
構
成
単
位
の
抽
山
は
属
毎
に
１
別
共
に
行
れ
る
の
で
ち
る

　
　
か
ら
、
各
層
毎
に
計
算
さ
れ
た
統
計
量
は
相
亙
に
独
立
な
確
率
変

　
　
数
で
あ
る
。

　
引

　
５
・
よ
り
明
ら
か
な
如
く
層
化
抽
出
法
に
よ
る
推
定
値
の
誤
差

　
．
（

分
散
は
、
各
層
毎
の
推
定
値
の
誤
差
分
散
の
総
和
で
あ
る
、

、



　
　
以
上
は
各
層
に
１
於
て
調
査
単
位
を
抽
出
単
位
と
す
る
場
含
で
あ
る

　
が
、
若
し
集
落
を
抽
閏
単
位
と
す
る
時
は
層
の
量
的
大
い
さ
の
推
定

　
に
■
於
て
、
集
落
抽
肖
法
の
搾
定
式
を
適
用
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
比
例
抽
出
法
　
　
各
層
よ
り
抽
出
さ
れ
る
単
伎
の
数
伽
が
層

の
大
い
克
に
比
例
し
、
各
層
の
抽
睾
竺
定
諦
、
、

　
ミ

Ｈ
－
（
“
１
１
－
ギ
ー
ト
）
，
で
あ
る
場
合
を
、
比
例
抽
出
法
雫
◎
－

　
宅

－
一
〇
ま
◎
量
箒
。
。
２
冒
膏
｛
長
と
い
う
。
比
例
抽
出
法
に
於
て
は
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

定
式
並
に
分
散
は
簡
単
な
彩
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
５
・

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

肺
に
於
て
糸
「
Ｈ
＼
Ｈ
恥
を
代
入
す
る
事
に
よ
つ
て
得
ら

（
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

　
却
ち
母
平
均
の
推
定
式
は
５
・
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
１
，
　
Ｈ
　
ト
　
。
。
｛
　
、
　
Ｈ
　
ト
　
ミ
｛
　
、

　
　
冒
、
去
ｉ
｝
恥
、
・
、
、
一
汕
一
恥
、
へ
、
　
一
。
．
べ
一

　
　
　
　
　
　
　
）

で
あ
り
、
分
散
は
肺
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
－
　
■
　
　
　
　
ｋ
く
｛
１
、
よ
　
ｑ
、

　
　
｝
、
（
剤
、
）
１
ー
オ
刊
Ｍ
ミ
・
。
。
　
ミ
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
心
－
－
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
心

　
　
　
　
－
十
（
十
↓
）
抄
タ
３
、
－
、
氷
十
抄
ミ
・
”

　
　
　
　
　
　
　
　
》
ミ
、

　
　
　
　
１
１
（
Ｈ
ぺ
）
Ｊ
“
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
．
ｏ
◎
）

　
　
　
　
－
　
■

　
　
声
　
ミ
】
ミ
も
“
一
．
１
１
£
心
、
…
圖
昌
ヰ
蝉
（
一
と
諌
隔
ｅ
魅
脇
霧
）

　
　
　
　
　
｛
ｎ
－

　
　
任
意
本
調
査
法
（
四
）

と
な
る
。

　
以
上
は
平
均
値
の
推
定
の
場
合
で
あ
る
が
母
比
例
数
ク
を
推

定
せ
ん
と
す
る
時
は
、
割
合
を
知
ら
ん
と
す
る
標
識
を
１
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

の
他
の
標
識
を
Ｏ
と
す
る
事
に
よ
っ
て
、
推
定
式
、
分
散
は
５
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

）
　
　
　
　
）
．
、
ノ

”
叉
は
”
洲
と
同
じ
で
あ
り
、
唯

（
　
　
　
　
（
（

　
£
。
。
１
１
〉
３
（
声
〉
再
“
軸
圃
万
湾
ｑ
び
９
、
蒲
難
Ｓ
埜
巾
）

と
な
る
の
み
。
で
あ
る
。

）２（

適
正

配

分

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
層
化
抽
出
法
に
よ
る
推
定
値
の
誤
差
分

散
は
、
各
層
に
於
け
る
推
定
値
の
誤
差
分
散
の
合
計
で
あ
り
、

各
層
の
誤
差
分
散
は
そ
の
層
よ
り
の
抽
出
単
位
数
の
如
何
に
よ

っ
て
変
化
す
る
た
め
、
同
じ
大
い
さ
の
標
本
と
難
も
特
定
の
層

よ
り
抽
出
す
る
単
伎
の
数
が
異
る
に
従
っ
て
、
そ
の
推
定
値
の

誤
差
分
散
は
異
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
層
に
よ
っ
て
調
査
単

位
の
個
別
調
査
の
費
用
が
異
る
時
は
、
調
査
費
に
於
て
も
同
一

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
一
般
に
層
化
抽
出
法
に
於
て
は
、

各
層
へ
の
抽
出
単
位
数
の
配
分
の
如
何
に
よ
り
て
標
本
推
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
（
五
〇
五
）



　
　
立
命
餌
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
四
晋
）

精
度
並
に
調
査
費
が
変
化
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
要
求
さ
れ

た
糖
度
の
標
本
推
定
値
を
最
小
の
費
用
で
獲
得
し
、
叉
は
所
与

の
費
用
で
最
高
の
清
度
の
標
本
推
定
を
達
成
し
得
る
よ
う
な
、

各
層
に
於
け
る
抽
出
単
位
数
の
決
定
却
ち
適
正
配
分
が
問
題
と

な
る
の
で
あ
る
。
次
に
そ
れ
を
便
宣
上
有
隈
母
集
団
修
正
が
無

視
し
得
る
場
合
に
就
て
考
察
し
よ
う
。

　
適
正
配
分
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
先
づ
抽
出
単
位
数
の
変

化
に
よ
る
調
査
費
用
の
変
動
を
与
え
る
費
用
函
数
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
今
．
・
番
層
に
於
け
る
一
調
査
単
位
当
り
調

査
費
を
ん
形
と
す
る
と
、
調
査
費
用
ア
は

　
　
　
、

　
　
ド
一
１
１
Ｍ
］
ざ
、
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
り
）

　
　
　
｛
Ｈ
一

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
先
づ
調
食
費
が
与
え
ら
れ
た
場
合
は
、
”
式
の
ｒ
が
一
定
と

　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

い
う
条
件
の
下
に
洲
の
ゆ
を
最
小
な
ら
し
め
る
伽
（
、
Ｈ
Ｈ
』
一
－

　
　
　
　
　
　
　
（

、
）
の
値
を
求
め
れ
ぱ
よ
い
の
で
あ
る
、
そ
れ
は
ラ
グ
ラ
ン
ジ

ュ
乗
数
刃
を
用
い
て

　
＼
一
｛
ニ
ミ
一
∴
止
（
“
い
、
）
。
。
・
べ
抄
ぎ
』
一

を
伽
（
“
Ｈ
■
～
－
…
＼
）
で
そ
れ
ぞ
れ
偏
徴
分
し
て
Ｏ
と
置
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
六
（
五
〇
六
）

〉
”
と
連
立
せ
し
ウ
て
解
く
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
却
ち

（

　
　
雫
　
　
　
　
Ｈ
．
（
ー
ミ
｛
３
）
。
。

　
　
ぎ
１
ｌ
ー
ミ
　
、
十
ぶ
ｎ
９
（
、
１
１
｛
二
卜
）
　
（
一
）

　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

い
を
伽
に
就
て
解
く
と

　
　
・
よ
的
－
（
箏
雫
　
・
二
一
鯖
、
ギ
　
　
　
一
・
一

　
　
　
）

こ
れ
を
”
に
代
入
し
て

　
　
　
（

　
　
　
　
Ｈ
　
　
卜
　
ｋ
く
心
ｑ
“
　
　
　
一
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
、

　
、
、
＼
’
、
ミ
脳
一
＼
岬
ざ
　
－
＼
＼
ミ
、
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
Ｍ
ミ
も
｛
＼
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
”
－

こ
れ
を
岬
に
代
入
し
て
刃
を
消
去
す
る
と

さ
、
一
ぎ
ギ
一
亥
、
ぐ
、
ボ
；
（
，
、
。
）

　
　
　
　
“
“
Ｈ

と
な
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ノ
　
　
　
　
■
）

次
に
精
度
が
順
求
さ
れ
た
場
合
は
、
帥
式
の
咋
が
一
定
と
い

う
条
件
の
下
に
”
の
ｒ
を
最
小
な
ら
し
め
る
伽
（
“
Ｈ
Ｈ
鼻
…
＼
）

　
　
　
　
　
　
（

の
値
を
求
め
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
、
そ
れ
は

　
き
｝
・
・
三
↓
ト
き
・
、
～
抄
Ｐ
小
仙
戸
ミ
一
｝

を
伽
（
、
り
Ｈ
；
一
－
・
＼
）
で
そ
れ
ぞ
れ
偏
徴
分
し
て
０
と
置
き

６
）ト

と
連
立
さ
せ
て
解
く
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
却
ち

（



　
　
軸
＼
　
　
　
　
（
々
忘
～
）
岨

　
　
ぎ
”
干
一
．
セ
、
、
、
。
二
、
、
一
・
ぎ
ト
一

い
を
伽
に
就
て
解
く
と

　
　
ミ
Ｈ
－
｛
－
（
、
く
も
・
）
的
　
・
ミ
ー
１
＼
↓
ト
い
ｅ

　
　
、
　
ミ
”
　
ざ
　
　
　
．
．
、
　
ミ
　
く
刺

　
　
）

岬
を
洲
に
代
入
す
る
と

　
　
（

　
　
　
　
　
　
一
。
　
．
　
ミ
＼
■

　
　
、
、
一
割
、
一
、
～
、
恥
一
ミ
、
、
し
困
＼
■
メ
３

　
　
　
　
　
　
卜

　
　
．
＼
．
斗
－
狂
ミ
心
、
く
、

　
．
．
　
ミ
　
　
　
ミ
、
、
、
（
｝
、
）

こ
れ
を
岬
に
代
入
し
て
刃
を
消
去
す
る
と

　
　
　
　
、

二
ベ
ジ
、
壬
午
一
工
？
ト
）

（
一
）

（
３

（
？
ご
）

と
な
る
、

　
）
　
　
　
　
　
、
、
ノ

　
０
　
　
　
　
１

　
４
並
に
４
に
於
て
有
辺
の
推
弧
内
の
値
は
特
定
の
層
に
無
関

　
５
　
　
　
　
５

　
（
　
　
　
　
（

係
な
一
定
の
値
で
あ
る
た
め

　
　
　
－
）
レ
＼
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
　
　
　
　
ｑ
．

　
　
、
、
・
、
一
＼
ぺ
、
　
・
．
・
ユ
、
一
＼
岬
　
　
　
一
、
．
§

で
あ
り
、
か
く
て
層
化
抽
出
法
に
於
け
る
適
正
配
分
は
、
費
用

が
与
え
ら
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
精
度
が
要
求
さ
れ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
共
に
、
各
層
よ
り
Ｏ
抽
出
率
宇
！
、
Ｏ
層
の
標
準
偏
差

　
　
任
意
本
調
査
法
（
四
）

へ
に
正
比
例
さ
せ
、
且
そ
の
層
に
於
け
る
単
位
当
り
費
用
向
の

平
方
根
に
反
比
例
さ
せ
れ
ば
よ
い
事
が
判
る
の
で
あ
る
。
そ
し

　
０
）
Ｄ

て
。
１
４
よ
り
明
ら
か
な
如
く
費
用
の
増
加
、
糖
度
の
向
上
（
却
ち

１
）
６
６

像
の
滅
少
）
は
、
各
層
よ
り
の
抽
出
単
位
数
を
一
様
に
増
加
せ

ｒ
　
　
　
　
　
　
２
）

し
め
る
の
で
あ
る
、

　
１
）
　
◎
。
は
比
例
す
る
事
を
表
す
記
号
で
あ
る
。

　
２
）
　
最
適
抽
出
数
（
又
は
率
）
の
決
定
に
。
見
ら
れ
る
こ
の
関
係
は
、

　
　
有
限
母
集
団
修
正
を
無
視
し
得
な
い
場
合
で
も
同
様
に
．
い
上
得
る

　
　
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
は
層
に
よ
っ
て
単
位
当
り
調
査
費
が
異
る
場
合
で
あ
る

が
、
若
し
そ
れ
が
す
べ
て
の
層
に
亘
っ
て
同
一
で
あ
る
時
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

李
Ｈ
如
（
、
１
－
ド
～
一
－
＼
）
で
あ
る
か
ら
｛
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
ざ
８
ミ
き
　
　
．
．
．
．
、
、
、
８
“
　
　
　
　
　
（
？
峯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

で
あ
り
、
か
く
て
適
正
配
分
は
各
層
よ
り
の
抽
出
率
を
そ
の
層

の
標
準
偏
差
へ
に
正
比
例
さ
せ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
、
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

こ
の
場
合
尚
層
に
於
け
る
変
異
係
数
・
、
引
、
－
が
す
べ
て
の
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
心

に
一
旦
っ
て
同
じ
値
ノ
」
あ
る
時
は
、
－
｛
沽
Ｈ
、
故
に
３
Ｈ
、
タ
（
、

　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
§
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ

ｌ
ー
ビ
ド
…
ト
）
よ
り
ユ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
（
五
〇
七
）



●

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
四
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
ざ
８
タ
タ
　
　
．
．
．
ミ
、
８
夕
　
　
　
　
（
び
．
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

で
あ
り
、
か
く
て
各
層
よ
り
の
抽
出
率
を
そ
の
層
の
平
均
値
み

に
比
例
さ
せ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
■
の
配
分
方
法
を
ネ
イ
マ
ン
（
オ
｛
昌
彗
）
摘
出
法
、
　
８
１
の
配
分
方

　
　
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
法
を
デ
ミ
ン
グ
（
Ｕ
ｏ
邑
暴
）
抽
出
法
と
も
い
う
。

　
　
）
　
　
　
　
　
　
）

　
　
３
　
　
　
　
４

　
　
８
ユ
及
び
４
よ
り
明
ら
か
な
如
く
比
例
抽
串
法
は
、
へ
乃
至
は
汽
が

　
　
５
　
　
　
　
５

　
　
（
　
　
　
　
　
　
（

　
層
に
無
関
係
な
場
合
の
適
正
配
分
で
あ
る
。
故
に
．
へ
又
は
外
が
層
に

　
　
　
　
　
　
　
　
３
）
幻

　
よ
っ
て
異
る
時
は
、
汀
４
の
配
分
方
法
却
ち
ネ
イ
マ
ン
抽
出
法
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
６
¢

　
が
比
例
抽
串
法
よ
リ
も
精
度
は
高
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
へ

　
の
値
に
■
余
り
差
異
が
な
い
時
は
、
両
者
の
精
度
の
差
は
殆
ど
間
題
に
。

　
な
ら
な
い
位
小
で
あ
る
事
が
証
明
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
（
但
し
証
明

　
は
略
す
る
）
。

　
　
　
　
倒
　
母
分
散
の
推
定

　
）

　
肺
式
に
よ
り
誤
差
分
枚
を
計
算
す
る
に
必
要
な
母
分
散
は
各

　
（
　
　
　
　
　
　
　
２

層
に
於
け
る
分
散
篶
の
値
で
あ
る
。
層
化
抽
出
法
に
於
て
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

べ
て
の
層
よ
り
単
位
の
抽
出
が
行
れ
る
た
め
、
巧
を
個
六
的
に

推
定
す
る
事
が
出
来
る
、
標
本
に
於
け
る
．
ｚ
祷
属
の
分
倣
を

　
　
　
　
Ｈ
　
、
、
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
、
、
｛

　
ク
一
。
１
１
Ｊ
－
】
（
さ
～
、
－
３
、
）
帖
・
“
、
Ｈ
，
ミ
．
Ｍ
よ
、
、

　
　
　
　
へ
一
“
Ｈ
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
“
－
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
（
五
〇
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

と
す
る
と
、
巧
の
不
偏
推
定
値
勾
は
４
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ

　
　
　
　
≧
「
一
　
ミ
一

　
ぎ
、
Ｕ
汁
メ
■
、
・
舳
　
　
　
　
　
　
（
け
．
５

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
次
に
比
例
抽
出
法
に
よ
る
時
は
洲
式
に
於
て
必
要
な
母
分
散

　
〃
，
　
　
～
、
　
　
　
　
　
（
Ｈ
、

は
？
あ
る
カ
荒
は
、
ミ
的
、
－
オ
一
畑
き
、
・
胸
で
あ
る
た

　
　
　
２

め
緒
局
篶
の
値
を
推
定
す
れ
ば
よ
く
、
従
っ
て
、
。
〃
の
不
偏
推
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ

　
〃

値
一
～
は

　
　
・
　
　
Ｈ
ト
　
　
ミ
“
ｉ
Ｈ
　
ざ
　
　
一

　
　
、
ミ
。
。
、
Ｈ
オ
、
ル
タ
タ
　
３
」
、
・

　
　
　
－
十
吐
タ
祉
｝
。
、
　
、
．
ぎ
Ｌ
－
き

　
　
　
－
斗
呼
こ
汁
よ
岨
、
．
箏
十
土

　
　
　
－
十
苧
ニ
ド
よ
。
。
　
　
　
一
…
一

．
で
あ
る
。

）４（

屑
化
抽
出
法
の
精
度

１
母
平
均
の
推
定
の
場
合
に
批
て
層
化
抽
出
法
の
精
度
を
単
純
．

抽
出
法
の
精
度
と
比
較
し
て
、
層
化
抽
出
法
の
特
徴
を
明
ら
か

な
ら
し
め
よ
う
。
但
し
比
較
の
便
宣
上
層
化
抽
出
法
は
比
例
抽



町
法
に
よ
合
も
ｏ
と
す
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
■

　
　
そ
の
前
に
母
集
団
に
・
於
け
る
全
分
散
が
と
層
内
分
散
～
と
の
関
係

　
を
知
っ
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
母
集
団
を
層
化
し
た
場
合
全
分
散

　
”
は
次
の
よ
う
に
■
変
形
す
る
事
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
≧

　
　
　
　
－
　
卜
　
｛

　
　
ｑ
。
。
Ｈ
、
ミ
，
】
】
（
さ
、
、
．
剖
）
的

　
　
　
　
　
、
、
一
叶
、

　
　
　
　
Ｈ
　
卜
　
心

　
　
　
１
１
↓
】
】
｛
（
さ
、
ー
ざ
）
十
（
“
１
割
）
｝
。
。

　
　
　
　
　
心
１
－
－
～
Ｈ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
宅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
ー
土
仏
峠
ぎ
メ
一
、
・
必
一
予
判
一
映
一
ま
ふ
一

　
　
　
　
・
昨
三
デ
土
　
　
　
　
ｒ
■
－

　
こ
上
で

　
　
　
　
　
　
　
老

　
　
　
　
　
］
　
卜
　
｛
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
■
　
　
　
　
　
　
　
－
）

　
　
ｑ
ミ
、
一
。
Ｈ
↓
】
】
（
ざ
、
１
３
）
。
、
１
１
↓
Ｍ
ミ
も
｛
一
。
、
圃
冴
ゆ
薄

　
　
　
　
　
　
｛
１
：
－
～
“
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
”
－

　
　
　
　
　
Ｈ
　
卜

　
　
３
一
。
、
Ｈ
↓
】
ミ
ｘ
“
１
約
）
・
。
、
、
、
繭
國
ゆ
黙

　
　
　
　
　
　
心
“
－

　
と
置
く
と

　
　
ｑ
。
・
Ｈ
、
、
、
十
ｑ
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｑ
・
旨
）

　
　
即
ち
企
分
散
は
胴
内
分
散
と
胴
間
分
散
と
に
分
け
る
事
が
閏
来
る

　
の
で
あ
る
。

　
　
リ
　
～
、
～
は
胴
を
棄
落
と
見
た
時
の
集
落
内
分
散
、
集
落
閉
分

　
　
　
散
に
１
相
当
す
る
渕
度
で
あ
る
。
故
に
．
屑
内
分
散
、
屑
間
分
散
と

　
　
　
昨
一
ぶ
事
に
す
る
、
、

　
さ
て
〃
個
の
単
位
よ
り
成
る
母
集
団
冗
か
ら
単
純
抽
山
…
一
法
に

　
　
任
意
本
調
査
法
（
四
）

よ
一
ノ
て
大
い
さ
〃
の
榛
本
を
幡
成
１
し
、
母
平
均
を
推
定
す
る
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
の

合
の
分
散
を
（
と
す
る
と
、
弓
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ

　
　
干
汁
｝
｛
ド
一
；
巾
〔
．
．
こ
尖
で
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ａ

で
あ
る
。
そ
し
て
母
集
団
冗
を
〃
個
宛
の
単
位
よ
り
成
る
ｚ
個

の
層
に
分
け
、
各
層
よ
り
そ
の
大
い
さ
に
比
例
し
て
伽
個
宛
の

単
位
を
抽
出
し
て
大
い
さ
〃
の
標
本
を
構
成
し
、
母
平
均
を
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

定
す
る
時
の
分
散
を
ｒ
と
す
る
と
、
５
・
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
ｑ
、
、

　
　
３
〃
（
Ｈ
一
、
）
ミ

　
　
　
　
　
　
　
ー
＾
　
　
　
　
　
９
’

で
あ
る
。
そ
こ
で
グ
の
ｒ
に
対
す
る
比
を
求
め
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
『
岨

　
　
さ
．
（
Ｈ
ぺ
）
一
　
　
、
　
　
　
ミ
・

　
　
）
４
　
　
　
Ｓ
一
、
“
Ｓ
ミ
ー
－
Ｈ
＋
到
一
。
、
、

　
　
　
　
（
Ｈ
ぺ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
ひ
・
Ｈ
己
　
　
（
？
Ｈ
ｏ
ｏ
）

　
　
　
　
８
）

と
衣
る
。
４
の
右
辺
第
二
項
は
決
し
て
負
数
と
な
ら
な
い
た
め

　
　
　
　
６

に
）
〈
）
は
成
立
せ
ず
、
従
っ
て
比
例
抽
出
法
の
精
度
は

単
純
抽
出
法
の
構
度
よ
り
も
低
く
な
る
事
は
な
い
の
で
あ
る
、

そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
（
五
〇
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
四
号
】

ざ
一
丁
÷
い
い
　
一
“

と
な
る
、
故
に
３
閑
バ
◎
即
ち
各
層
平
均
一
灼
が
総
平
均
．
〃
に
等

し
い
、
換
言
す
れ
ば
屑
間
同
質
の
場
含
は
岬
が
成
立
し
両
者
の

精
度
は
一
致
す
る
が
、
し
か
ら
ざ
る
限
り
い
が
成
立
し
、
ぺ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

値
が
大
き
く
な
る
に
従
っ
て
（
そ
の
時
は
４
よ
り
明
ら
か
な
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
、

く
。
側
の
値
は
小
さ
く
な
る
）
、
即
ち
層
内
が
同
質
的
で
あ
り
層

　
ｄ

間
が
異
質
的
と
な
る
程
、
比
例
抽
出
法
の
精
度
は
単
純
抽
出
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

の
糖
度
よ
り
も
高
く
な
る
の
で
あ
る
、

　
一
般
に
母
集
団
の
層
化
は
層
内
同
質
、
層
間
異
質
的
と
な
る

よ
う
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
尤
も
母
集
団
を
層
化
す
る
場
合
、

母
集
団
の
構
成
単
位
を
同
質
的
な
も
の
と
同
質
的
で
な
い
も
の

と
に
区
別
す
る
某
準
を
、
調
査
目
的
た
る
性
質
に
就
て
知
り
得

る
時
は
、
層
内
同
質
を
よ
り
完
全
に
実
現
す
る
事
が
出
来
る
で

あ
ろ
う
が
、
ン
、
れ
は
調
査
に
先
立
っ
て
は
不
可
能
で
あ
り
精
六

過
去
の
調
査
結
果
を
利
用
し
得
る
の
み
で
あ
る
、
叉
調
査
目
的

た
る
性
質
と
理
論
的
乃
至
は
統
計
的
に
密
接
な
相
互
関
係
を
有

す
る
他
の
性
質
に
就
て
、
同
質
的
な
も
の
と
異
質
的
な
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
○
（
五
一
〇
）

の
区
別
の
基
準
が
得
ら
れ
る
時
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
同
質
化

の
効
果
を
或
る
程
度
挙
げ
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
故
に
完

全
な
層
内
同
質
は
困
難
乃
至
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
大
な
り
小

な
り
或
る
程
度
の
伺
質
化
は
可
能
で
あ
り
、
か
く
て
一
般
に
層

化
抽
出
法
は
単
純
抽
出
法
よ
り
も
精
度
は
高
い
の
で
あ
る
、
そ

し
て
仮
令
こ
の
よ
う
な
層
化
の
基
準
に
誤
り
が
あ
り
層
内
同
質

化
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
単
純
抽
出
法
よ
り
も
糖
度
が
悪
く

な
る
事
は
な
く
、
唯
層
化
の
効
果
を
挙
げ
得
な
か
っ
た
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
他

　
尚
層
内
分
散
ぺ
の
値
は
叉
層
の
大
い
さ
〃
に
よ
つ
て
も
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ｏ

を
受
け
、
層
の
平
均
み
が
同
じ
で
あ
る
時
は
〃
が
大
な
る
程
〃

は
大
き
く
な
る
の
で
あ
る
、
故
に
層
内
の
同
質
性
を
変
え
な
い

限
り
層
の
大
い
さ
が
大
な
る
程
、
層
化
抽
出
法
の
精
度
は
高
く

な
る
の
で
あ
る
一

　
か
く
て
母
集
団
の
層
化
に
際
し
て
は
層
内
同
質
と
な
る
よ
う

に
、
そ
し
て
同
質
性
を
害
し
な
い
限
り
層
の
大
い
さ
を
出
来
る

丈
大
な
ら
し
め
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
事
が
判
る
の
で
あ
る
、



’
タ５（

層
化
二
段
抽
出
法
に
於
け
る
推
定
式

　
層
化
二
段
捕
出
法
は
母
集
団
を
ｚ
個
の
層
に
分
け
、
各
層
よ

り
二
段
抽
出
に
よ
っ
て
調
査
単
位
を
抽
出
し
て
標
本
を
構
成
す

る
方
法
で
あ
る
、
層
化
一
段
抽
出
法
に
於
て
述
べ
た
よ
う
に
層

化
抽
出
法
に
よ
る
母
平
均
の
推
定
は
、
先
づ
層
の
量
的
大
い
さ

を
推
定
し
、
そ
れ
の
総
計
を
平
均
し
て
行
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

層
化
二
段
抽
出
法
に
よ
る
時
は
各
層
の
量
的
大
い
さ
の
推
定
に

於
て
、
二
段
抽
出
法
の
推
定
式
を
適
用
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
、

　
今
Ｚ
個
の
層
の
各
三
は
吻
個
（
“
１
１
■
Ｎ
一
－
一
ト
）
の
集
落
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
プ

り
成
り
、
各
集
落
は
そ
れ
ソ
、
れ
ハ
個
（
＼
１
１
■
ド
…
一
ミ
。
）
の
調

査
単
伎
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
場
含
ゾ
舟
層
よ
り
他
個
一
ｑ
ｌ
Ｉ
■

Ｎ
一
：
“
卜
）
の
集
落
を
抽
出
し
、
抽
出
さ
れ
た
集
落
の
各
三
よ
り

更
に
～
個
（
＼
”
■
Ｎ
一
－
ぷ
き
）
宛
の
調
査
単
伎
を
抽
出
し
て
、

大
い
ミ
丁
江
主
の
讐
構
成
し
た
と
片
る
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
（
ｏ

る
と
・
ｚ
番
層
の
最
的
大
い
さ
ｘ
の
不
偏
推
定
値
ｘ
は
４
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

午
｛
－
－
辛
松
～
ド
苧
・
一
　
｛
一
一

任
意
本
調
査
法
（
四
）

　
肉
（
ぺ
心
、
）
１
ー
ミ
｛
、
（
割
｛
、
）
１
ー
ミ
お
｛
１
ｌ
ｋ
｛

　
ー
ミ
　
　
　
　
　
　
　
ー
ミ

で
あ
る
か
ら
、
母
平
均
８
の
推
定
値
ポ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
■
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
．
　
　
　
　
　
　
－
）

　
千
十
沙
、
皿
一
キ
怜
三

と
な
る
。
こ
の
推
定
値
は
不
偏
で
あ
る
。
即
ち

　
　
　
　
　
］
　
、
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
■

　
淋
一
剖
、
）
、
オ
，
叱
狐
一
戸
、
一
い
オ
，
叱
、
、
、
剖

０
）リ

の
分
散
は

６
　
　
　
　
・
　
Ｈ
　
■

　
　
、
（
割
、
）
１
ー
ミ
哨
】
、
（
ｋ
・
、
）

　
き
　
　
　
　
　
　
　
｛
－
一
京

　
　
　
　
－
孔
。
竺
ぶ
。
。
よ
ユ
、
べ

　
　
　
　
　
十
キ
ぎ
ふ
皿
卜
峯

［
（
ド
Ｈ
◎
◎
）
］

（
？
８
）

（
？
旨
）

［
（
÷
〕
〕
）
］

　
（
？
曽
）

で
あ
る
、

　
　
　
０
）

　
１
）
　
刀
式
は
母
集
団
の
蝋
位
総
数
〃
が
判
っ
て
い
る
事
を
必
要
と
す

　
　
　
¢

　
　
る
。
若
し
そ
れ
が
不
明
の
時
は
水
を
も
搾
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
、
　
ｃ

　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
ク
番
胴
に
於
て
第
一
次
に
抽
串
さ
れ
た
々
番
集
落
の
班
位
数
篶

　
　
は
、
第
二
次
抽
哨
の
た
め
の
枠
の
作
成
に
１
於
て
判
つ
て
い
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ａ
　
　
９

　
　
．
２
番
胴
の
単
位
数
”
の
不
偏
搾
定
侃
”
は
伽
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
ミ
　
、
、
、
一

　
　
　
ミ
・
、
Ｈ
，
、
戸
悩
レ
、
ミ

　
　
　
　
　
　
　
｛
～
“
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
一
　
（
五
一
一
）



　
　
立
命
舘
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
四
号
）

　
　
で
あ
リ
、
こ
れ
を
総
計
す
る
事
に
よ
っ
て
〃
の
携
定
値
ガ
が
得
ら

　
　
れ
る
。
却
ち

　
　
　
ト
沙
＊
妙
ま
　
　
　
　
一
蔓
一

　
　
　
　
〇
）

　
こ
れ
を
刃
の
〃
に
代
入
す
る
時
母
平
均
の
椎
定
値
は
比
搾
定
と
な
リ
、

　
　
　
　
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
従
っ
て
そ
の
分
散
は
一
２
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
各
層
内
で
集
落
の
大
い
さ
が
均
一
な
る
場
合
　
　
層
内
の
集

落
の
大
い
さ
が
相
等
し
い
き
、
３
一
皿
一
ｗ
一
一
一
＄

従
っ
て
二
次
抽
出
単
位
の
抽
出
数
も
相
等
し
い
ミ
慧
１
１
“

一
皿
一
ｗ
∴
外
一
と
す
る
と
、
嘉
層
の
量
的
大
い
さ
の
推

　
　
　
４
）

定
値
は
口
よ
り

　
　
　
Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
．
ミ
、
“
３

　
ぺ
・
、
１
ー
ミ
・
３
，
１
ー
ミ
舳
凶
Ｍ
ｕ
ざ
婁

　
　
　
　
　
　
　
　
市
“
、
“
－
芥
“
－

で
あ
る
た
め
、
母
平
均
の
推
定
値
は

　
　
　
　
Ｈ
ん
　
ミ
“
、
、
“
臼
、
　
一

　
剖
、
１
ー
オ
，
】
ミ
劃
】
】
ざ
睾

　
　
　
　
　
｛
Ｈ
Ｈ
　
　
｛
　
“
、
Ｈ
－
冷
“
一

と
な
り
、
分
散
は

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
■

　
　
一
、
（
・
、
）
１
Ｉ
ｉ
ミ
『
】
、
（
タ
、
）

　
～
汁
　
　
　
　
　
　
　
｛
１
－
一
、
キ

、

（
？
虞
）

（
？
旨
）

∴
払
タ
心
三
■
戸
べ
・
沽
叫
｛
ご
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
（
中
旨
）
］
　
（
饒
．
寓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
（
五
一
二
）

若
し
払
、
凧
が
仰
、
乃
に
比
し
て
相
当
大
，
て
あ
り
、
有
隈
母
集

団
修
正
が
無
視
し
得
る
時
は

汽
一
、
一
－
中
ぎ
。
、
奉
十
累
一
　
茎

と
な
る
。

　
１
）
　
舳
、
　
棚
は
ゴ
番
層
に
１
於
け
る
集
落
間
分
散
、
集
落
内
分
敏
で
あ

　
　
　
！
！

　
　
る
。
卯
、
〃
却
ち
母
集
団
に
。
於
け
る
属
、
間
分
散
、
降
内
分
散
と
記

　
　
号
が
ま
ぎ
ら
わ
し
い
た
め
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

側
遭
正
配
分

　
２
）
６
）

　
り
篶
式
よ
り
明
ら
か
な
如
く
層
化
二
段
抽
出
法
に
於
て
は
、

　
６
６

各
層
へ
の
抽
出
単
位
数
の
配
分
の
み
な
ら
ず
、
更
に
層
内
の
各

抽
出
段
階
に
於
け
る
拙
出
個
数
の
配
分
の
如
何
に
よ
っ
て
標
本

推
定
の
糖
度
が
異
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
叉
調
査
の
費
用
を
も

異
な
ら
し
め
る
た
め
、
最
適
な
る
各
層
、
各
抽
出
段
階
へ
の
抽

出
単
位
数
の
配
分
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
、
次
に
ン
、
れ
を
各

層
内
の
集
落
の
大
い
さ
が
均
一
で
あ
る
場
合
に
就
て
、
且
便
宜

上
有
限
母
集
団
修
正
が
無
視
し
得
る
も
の
と
し
て
考
察
し
よ
う
、

　
こ
の
場
合
費
用
函
数
は
、
．
・
番
層
に
於
て
抽
出
さ
れ
た
集
落

’



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

一
個
当
り
の
費
用
を
～
、
調
査
単
位
一
個
当
り
の
調
査
費
を
ん

と
す
る
と

　
　
　
■

　
『
Ｈ
】
（
ぎ
一
ミ
“
十
～
亀
ミ
心
♂
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｑ
．
Ｎ
０
◎
）

　
　
　
“
黎
－

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

　
先
づ
調
査
費
用
が
決
っ
て
い
る
時
は
、
ウ
式
の
ｒ
が
一
定
と

　
　
　
　
　
　
　
　
、
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

　
　
　
　
　
　
　
　
７
　
つ
　
　
　
　
　
（
　
　
　
づ
、

い
う
条
件
の
下
に
、
４
の
像
を
最
小
な
ら
し
め
る
刎
　
み
（
“
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
６
グ

Ｈ
；
一
－
・
、
）
の
値
を
求
め
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

　
＼
（
ミ
ニ
ミ
ジ
・
・
ぷ
ミ
、
メ
一
ぎ
…
、
卜
）

　
　
－
中
沙
タ
心
｛
求
・
試
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
念
一
多
・
言
辛
、
一

を
灼
、
外
（
“
１
１
■
～
一
…
＼
）
で
そ
れ
ぞ
れ
偏
微
分
し
て
Ｏ
と
置

　
　
８
）

き
、
〃
と
連
立
せ
し
め
て
解
く
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
そ
の

　
　
６

過
程
は
省
略
し
て
緒
果
の
み
を
示
す
と

　
　
千
＼
珍
躯
　
　
　
　
　
　
　
一
。
．
、
。
一

３
、
ポ
ミ
；
デ
事
£
不
鴻

　
　
へ
Ｈ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
Ｈ
ピ
ド
・
・
ぷ
ト
）
　
（
？
◎
◎
◎
）

と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ノ
　
　
　
　
）

　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
　
　
　
　
■

次
に
精
票
与
え
完
た
場
合
は
、
警
の
岬
が
一
定
茎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
任
意
本
調
査
法
（
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
．
ぞ
　
づ

る
と
い
う
条
件
の
下
に
刃
の
ア
を
最
４
な
ら
し
め
る
〃
　
．
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

（
“
１
１
－
～
一
－
・
一
ト
）
の
値
を
求
め
る
の
で
あ
り
、
一
！
、
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
＼
（
ミ
ご
ミ
。
。
一
…
一
ミ
ユ
メ
．
～
、
・
ぷ
ミ
）
Ｈ
】
（
ぎ
一
ミ
“
十
如
篶
ミ
、
｛
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
Ｈ
Ｈ

　
　
・
工
和
妙
タ
明
（
靖
・
“
讐
－
、
（
三

を
物
、
み
（
“
１
１
■
～
一
－
・
ト
）
で
偏
徴
分
し
て
０
と
置
き
、

連
立
さ
せ
て
解
く
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
は

ギ
＼
冷
罪

ミ
上
胆
、
（
、
ギ
篶
、
剖
、
上
ぐ
消

（
“
Ｈ
ガ
ｏ
◎
－
…
一
ト
）

７
）

リ
と６

（
？
◎
。
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
９
）

ノ
し
あ
り
、
み
は
羽
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
６

　
以
上
に
よ
り
明
ら
か
な
如
く
各
層
に
於
け
る
第
二
次
抽
出
の

単
位
数
外
は
、
費
用
、
糖
度
の
何
れ
が
与
え
ら
れ
た
場
合
も
共

　
９
）

に
〃
式
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
そ
れ
の
決
定
に
は
費
用
ア
叉
は

　
６
１
）

糖
度
仮
は
関
係
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
費
用
、
糖
度
の
規

　
　
７

定
は
第
一
次
抽
出
の
単
位
数
仙
に
影
響
し
、
費
用
の
増
額
叉
は

糖
度
の
向
上
（
序
の
滅
少
）
は
、
仙
を
増
加
せ
し
め
る
事
と
な

　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
）
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
１

る
の
ノ
し
あ
る
。
そ
し
て
弓
及
び
弓
に
於
て
右
辺
の
中
括
弧
内
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
　
　
　
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
＼
　
　
　
ｒ
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
；
（
五
ニ
ニ
）
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値
は
特
定
の
層
に
無
関
係
な
一
定
の
値
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
ミ
も
き
　
　
．
　
ミ
“
　
　
句
も
き
　
　
．
一
．
　
　
　
　
１

　
　
、
、
、
、
。
ミ
引
二
ぷ
。
一
＼
引
、
一
タ
、
、
ミ
き
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
◎
。
Ｎ
）

で
あ
り
、
従
っ
て
各
層
に
於
け
る
第
一
次
抽
出
の
率
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
包

層
の
集
落
の
大
い
さ
ル
及
び
集
落
間
標
準
偏
差
～
に
正
比
例
し
、

哀
駕
単
位
当
り
費
用
の
平
方
氏
長
比
例
さ
せ
れ
ば
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

い
事
が
判
る
の
で
あ
る
、

　
　
要
す
る
に
一
次
抽
串
単
位
数
肌
孔
の
各
層
へ
の
配
分
に
１
於
て
は
、
層

　
化
一
段
抽
出
法
に
１
於
け
る
適
正
配
分
の
原
則
が
、
層
内
に
．
於
け
る
二

　
次
抽
出
単
位
数
～
の
決
定
に
．
は
、
二
段
抽
出
法
に
．
於
け
る
適
正
配
分

　
の
掠
則
が
作
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
事
が
串
来
る
Ｃ

　
１
）
　
最
適
抽
串
数
（
又
は
率
）
の
決
定
に
■
見
ら
れ
る
こ
の
関
係
は
、

　
　
有
限
母
集
団
修
正
を
無
視
し
得
な
い
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

　
そ
し
て
若
し
一
次
抽
出
単
伎
当
り
費
用
及
び
二
次
抽
出
単
位

当
り
費
用
が
、
す
べ
て
の
層
に
於
て
同
じ
で
あ
り
　
ぎ
Ｈ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

冷
竃
Ｈ
ぎ
（
、
”
Ｈ
ら
一
－
＼
）
な
る
場
合
は
、
弓
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
～
　
　
　
　
　
ー

　
　
ミ
、
｛
８
≧
も
等
　
　
．
．
．
・
ミ
、
Ｒ
ミ
｛
３
）
　
　
　
（
ｑ
あ
○
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

で
あ
り
、
故
に
第
一
次
抽
出
の
率
は
一
篶
及
び
～
に
比
例
さ
せ
れ

ば
よ
い
の
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四
（
五
一
四
）

　
２
）

　
吃
は
層
化
一
段
抽
閏
法
に
於
竹
る
デ
き
ン
グ
抽
出
法
に
相
当
し
、

３
）
¢一

３
は
ネ
イ
マ
ン
抽
閏
法
に
１
相
当
す
る
。

¢

　
　
　
　
　
川
　
母
分
散
の
推
定

　
）
一
　
　
　
　
）

　
２
　
　
　
　
（
ｏ

　
り
叉
は
リ
よ
り
明
ら
か
な
如
く
、
達
成
糖
度
の
算
定
に
心
要

　
５
　
　
　
　
５

　
（
　
　
　
　
（

な
母
分
散
は
各
層
毎
の
分
散
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
不
偏
推
定

値
は
二
段
抽
出
法
に
於
け
る
母
分
散
の
推
定
式
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
、

　
　
　
）

　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
先
づ
”
式
の
誤
差
分
散
の
計
算
に
必
要
な
母
分
散
は
～
及
び

　
　
　
（

〃
一
皿
叶
壬
で
書
、
先
づ
ぜ
関
す
る
不
偏
推
定

　
　
６
）

値
は
弓
よ
り

　
　
Ｑ

　
　
辛
松
よ
。
。
丈
ユ
、
拭
山
之
さ
皿
卜
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
９
。
｛
）

　
　
　
芦
、
迂
。
。
ｋ
許
、
孔
“
く

　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

～
の
不
偏
推
定
倣
は
心
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

　
　
、
寸
、
一
祉
一
く
－
斗
サ
、
、
オ
皿
卜
武
一



　
　
批
、
き
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｑ
，
ｏ
ｏ
ｏ
）

で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

　
各
層
内
で
集
落
の
大
い
さ
が
均
一
な
る
場
合
　
　
叉
り
式
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
〃

誤
差
分
散
の
計
算
に
必
要
な
母
分
散
は
～
、
～
（
、
１
１
■
ド
…
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

卜
）
で
あ
り
、
　
～
の
不
偏
推
定
値
は
蝸
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
き
．
・
－
Ｈ
　
ぎ

　
斗
一
ミ
ｕ
一
ら
ミ
。
、
〃
、
ミ
肥
　
　
　
　
　
（
｝
、
・
。
ｏ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
）

２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
Ｊ

～
の
不
偏
推
定
値
は
弓
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
オ
、
一
ユ
、
“
ぎ
心
－
ミ
、
礼
、
氷
∴
Ｔ
ミ
一
茎
一

で
あ
る
。

六
　
確
率
比
例
抽
出
法

　
－
今
海
説
明
し
て
来
た
標
本
構
成
の
諸
方
式
は
、
母
集
団
の
杣

　
出
単
位
の
す
べ
て
に
均
等
の
抽
出
確
率
を
与
え
て
抽
出
す
る
の

　
で
あ
っ
た
、
こ
れ
に
対
し
て
集
落
を
抽
出
単
依
と
す
る
抽
出
方

　
式
（
焚
落
抽
出
法
、
多
段
抽
出
法
）
に
於
て
、
集
落
の
大
い
さ

、
が
著
し
く
異
る
場
含
は
、
各
集
落
に
そ
の
大
い
さ
に
比
例
し
た

抽
出
確
率
を
与
え
て
抽
出
す
る
方
が
、
標
本
推
定
の
構
度
を
高

　
　
　
任
意
本
調
査
法
（
四
）

め
る
事
が
多
い
の
、
て
あ
る
、
こ
の
よ
う
な
抽
出
単
位
を
そ
の
大

い
さ
に
比
例
し
た
確
率
で
以
て
抽
出
す
る
方
式
を
、
確
率
比
例

抽
出
法
と
い
う
の
で
あ
る
、

　
し
か
し
集
落
捕
出
法
、
多
段
抽
出
法
に
於
て
は
、
す
べ
て
の

集
落
に
就
て
そ
の
大
い
さ
を
正
確
に
知
り
得
な
い
の
が
普
通
で

あ
り
、
そ
れ
を
必
要
と
し
な
い
と
こ
ろ
に
こ
れ
等
の
抽
出
方
式

の
長
所
が
あ
る
の
で
あ
る
、
そ
の
時
は
略
三
集
落
の
大
い
さ
に

比
例
す
る
と
考
え
レ
れ
る
値
、
即
ち
過
去
の
大
い
さ
叉
は
調
査

せ
ん
と
す
る
性
質
と
高
度
の
正
相
関
を
有
す
る
他
の
性
質
に
就

て
の
量
的
大
い
さ
が
判
っ
て
い
る
時
は
、
そ
れ
に
比
例
す
る
確

率
を
与
え
て
抽
出
す
る
事
に
よ
っ
て
同
様
の
効
果
を
挙
げ
る
事

が
出
来
る
の
で
あ
る
、

　
単
位
の
確
率
比
例
抽
出
の
実

際
手
続
は
次
の
よ
う
に
し
て
容

易
に
行
う
事
が
出
来
る
、
先
づ

壊
落
を
一
器
か
ら
〃
番
迄
に
配

列
し
て
、
集
落
の
大
い
さ
の
果

積
和
を
と
る
、
そ
し
て
１
よ
り

和
一
積

一
累

…
む

　
い．

大号

！
幡
■

仙
１Ｖ

ノ
ム

ー

　
７２

八
　
　
〃

〃
　
２
＋
　
一

片
〃
　
～
１

〃
汁
差
卜

　
〃

　
　
　
　
１

２
　
　
　
　
３

、
　
へ
．
．
．
Ｖ

　
　
　
１

２
　
　
３

〃計

ニ
ニ
五
（
五
一
五
）
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〃
迄
の
間
の
数
字
を
刎
個
、
乱
数
表
を
用
い
て
決
定
し
、
累
積

一
和
欄
に
於
て
拍
出
さ
れ
た
個
六
の
数
字
を
含
む
最
小
の
累
積
和

　
に
相
当
す
る
番
号
の
集
落
を
以
て
抽
出
集
落
と
し
て
、
刎
個
の

　
集
落
を
決
定
す
る
の
ノ
し
あ
る
。
こ
の
抽
出
方
法
に
於
て
は
各
集

　
落
の
抽
出
さ
れ
る
機
会
は
同
一
で
な
く
、
そ
の
大
い
さ
に
比
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
し
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
（
集
落
の
大
い
さ
”
が
判
ら

　
ず
、
そ
れ
に
比
例
的
な
他
の
値
巧
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時
も
、

　
そ
の
手
続
は
今
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
）
。

　
　
こ
の
場
合
洋
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
、
抽
出
す
る
集

落
の
数
が
二
個
以
上
の
時
は
、
こ
の
抽
出
方
法
で
は
同
じ
集
落

が
二
度
以
上
抽
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
事
で
あ
る
。
し
か
し

同
一
集
落
の
重
複
抽
出
を
詐
さ
な
い
と
す
る
と
抽
出
操
作
が
面

倒
で
あ
り
、
重
複
抽
出
を
許
す
時
は
調
査
結
果
の
集
計
に
際
し

　
て
、
重
複
し
た
集
落
に
就
て
の
調
査
結
果
を
重
複
回
数
借
し
て

置
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
（
多
」
段
抽
出
の
場
含
な
ら
ば
、
重
複
し

　
て
抽
出
さ
れ
た
壊
落
に
就
て
は
第
二
段
以
下
の
抽
出
に
於
て
、

抽
出
単
仇
数
を
重
複
回
数
倍
丈
増
し
て
も
よ
い
。
）
。
そ
し
て
後

　
に
述
べ
る
よ
う
に
重
複
抽
出
を
詐
さ
な
い
場
合
の
方
が
標
本
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
六
（
五
ニ
ハ
）
‘

定
の
糖
度
は
高
い
の
で
あ
る
が
、
母
集
伺
○
調
査
単
位
数
が
抽

出
集
落
数
に
比
し
て
極
め
て
大
ノ
し
あ
る
時
は
両
者
は
略
ト
メ
等
し

い
の
ノ
し
あ
る
。

　
以
下
確
率
比
例
抽
出
法
に
於
け
る
推
定
式
並
に
分
散
を
求
め

る
に
当
り
、
便
宣
上
二
段
抽
出
法
に
就
て
、
先
づ
簡
単
な
重
複

抽
出
を
詐
す
場
合
を
考
察
し
、
後
に
重
複
抽
出
を
許
さ
な
い
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
３

合
を
取
扱
う
事
に
す
る
、
そ
し
て
集
落
の
大
い
さ
〃
が
判
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
１

い
場
合
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
最
初
は
〃
に
比
例
的
な
任
意
の

値
巧
に
よ
る
確
率
比
例
抽
出
法
を
取
扱
い
、
そ
れ
か
ら
篶
に
よ

る
場
合
を
誘
導
す
る
事
に
す
る
。
そ
の
場
合
先
づ
第
一
次
抽
出

の
単
位
数
が
一
個
の
場
合
の
不
偏
推
定
並
に
分
散
を
求
め
て
置

く
の
が
便
利
で
あ
る
か
ら
、
次
に
そ
れ
を
考
察
し
よ
う
、

）ユ（

一
個
の
集
落
を
抽
出
す
る
場
合

　
母
集
団
の
〃
個
の
集
落
か
ら
一
個
の
集
落
を
、
任
意
の
値
巧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
３

に
比
例
し
た
確
率
で
抽
出
し
、
次
に
ン
、
の
集
落
の
”
個
の
調
査

単
位
か
ら
〃
個
の
単
伎
を
等
確
率
で
抽
出
し
て
標
本
を
構
成
し
、

母
平
均
を
推
定
す
る
も
の
と
す
る
（
一
般
に
多
段
抽
出
法
に
於



て
確
率
比
例
抽
出
が
行
れ
る
の
は
、
第
一
段
の
抽
出
に
於
て
の

み
、
て
あ
っ
て
、
第
二
段
以
下
の
抽
出
は
等
確
率
抽
出
が
普
通
で

あ
る
。
）
。

　
　
薮
で
確
率
比
例
抽
肖
法
に
■
於
け
る
期
望
値
計
算
を
よ
く
理
解
し
て

　
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
泌
個
の
集
落
よ
リ
値
々
に
比
例
し
た
確
率
で
摘

　
出
さ
れ
た
一
個
の
集
落
の
量
的
大
い
さ
の
期
望
値
は
、
．
１
番
集
落
の

抽
賞
る
確
率
缶
一
向
、
ム
、
・
一
・
芸
－
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

　
で
あ
る
か
ら
、
期
望
値
の
定
義
式
４
よ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
、

　
　
　
宍
３
）
１
－
Ｍ
｝
ト
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
戸
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
、
Ｈ
一

　
で
あ
る
、
、
若
し
集
落
の
抽
肖
が
そ
の
大
い
さ
に
．
比
例
し
た
確
率
で
行

　
れ
る
時
は
、
こ
れ
に
。
於
て
＼
、
“
Ｈ
ミ
、
、
１
ー
ミ
と
置
け
ば
よ
い
。
（
等

　
確
率
抽
串
の
場
合
は
、
ノ
番
集
落
の
抽
串
さ
れ
る
確
率
は
１
７
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
ミ
　
　
　
帥

　
あ
る
か
ら
、
（
＼
、
）
Ｈ
、
、
】
＼
、
１
１
～
と
な
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
Ｈ
－

　
　
次
に
ー
確
率
比
例
抽
出
に
．
よ
リ
一
個
の
集
落
を
抽
閏
し
て
、
母
平
均

　
を
推
定
す
る
場
膏
の
不
偏
搾
定
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
母
集
団
が
集

　
落
よ
リ
成
る
時
は
母
平
均
．
”
は

　
　
　
　
　
Ｈ
考
　
　
　
Ｈ
ミ
さ
、

　
　
　
刈
、
オ
、
池
、
、
、
↓
～
り
．
一
＼
、

　
　
　
　
－
必
“
ト
一
李
、
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
と
変
形
さ
毒
、
こ
れ
島
式
と
比
較
す
る
事
に
よ
リ
、
ミ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
任
意
本
調
査
法
（
四
）

　
の
期
望
値
で
あ
る
と
解
す
る
事
が
串
来
る
。
従
っ
て
集
落
の
量
的
大

　
　
　
　
　
　
　
．
３

　
い
さ
～
に
．
戸
ワ
を
乗
ず
る
事
に
よ
つ
て
、
母
平
均
の
不
偏
搾
定
値

　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
、

　
さ
て
二
段
抽
出
で
あ
る
か
ら
、
抽
出
さ
れ
た
集
落
の
量
的
大

い
さ
の
不
偏
推
定
値

　
　
　
　
ミ
　
“

　
　
と
、
１
１
“
、
－
】
§
§
、
一
　
、
（
～
）
（
お
、
丁
さ

　
　
　
　
　
、
　
キ
Ｈ
－
　
　
　
　
“

　
　
丁
フ

に
ー
ア
を
乗
ず
る
事
に
よ
っ
て
、
母
平
均
の
不
偏
推
定
値
ポ

　
　
丁

が
得
ら
れ
る
。
却
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
．

　
　
割
、
－
＄
、
、
ミ
ギ
一
ぺ
仏
乏
一
　
一
・
き

こ
れ
の
期
望
値
を
求
め
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
）

　
　
恥
一
３
ぺ
丁
い
べ
・
）
ミ
千
十
江
木
立

　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ
さ
　
、
　
　
　
Ｈ
ミ

　
　
　
　
、
↓
池
一
，
“
、
ざ
、
↓
池
と
、
、
　
（
Ｑ
、
。
。
）

　
　
　
　
）

と
な
り
、
舳
は
不
偏
推
定
で
あ
る
事
が
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
１
）
　
こ
の
場
合
五
プ
は
確
率
比
例
抽
閏
に
・
於
け
る
期
望
値
を
、
〃
ん

　
　
は
等
確
率
抽
閏
に
於
け
る
期
望
値
を
意
味
す
る
事
に
注
意
し
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
）

　
次
に
か
２
式
の
分
散
を
求
め
る
と

　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
七
（
五
一
七
）

■



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
四
号
）

　
「
（
｛
、
）
１
－
、
（
、
（
、
）
“
、
）
十
、
＼
（
“
）
（
１
一
、
）

　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
一
“
　
　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
“
　
キ

　
峨
－
癌
バ
一
｛
（
、
）
、
一
－
バ
（
＼
パ
小
（
、
）
之
）

　
　
　
　
　
　
－
十
べ
（
六
、
と
）

し
か
る
五
、
辛
』
薫
ド
正
辛
サ
ー
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

で
あ
る
た
め
、
分
散
の
定
義
式
り
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ

　
バ
（
“
－
、
・
）
ペ
ニ
い
、
「
＞
∴
ゾ
、
・
）
〕
。
。

　
　
　
　
　
　
吟
一
三
ジ
ｔ
Ｔ
二
・
・
む

故
に

　
　
、
（
、
（
“
シ
、
）
１
ｌ
　
Ｈ
■
ｑ
、

　
　
、
ト
　
　
　
．
を
。
。

叉

　
描
い
鬼
、
小
“
、
、
）
（
、
、
一
、
、
（
∴
キ
）
。
。
バ
。
、
）
一
く
）
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
、

　
　
　
　
　
　
－
壮
∴
べ
、
、
）
。
。
全
　
＞
、
一
。
。
ぐ
”
、
｝
べ
…
、
・

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
ミ
　
　
＼
、
　
　
　
　
レ
“
ー
ミ
、
　
ｑ
九

　
　
　
　
　
　
Ｈ
↓
池
メ
，
き
、
、
心
↓
１
．
メ
ヨ

か
く
て

奪
、
一
↓
す
岬
十
独
一
－
∴
、
、
・
心
斉
べ
一
一
三

と
な
る
一

集
落
の
大
い
さ
に
比
例
す
る
場
合
　
　
集
落
の
大
い
さ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
（
五
一
八
）

る
確
率
比
例
抽
出
の
場
合
は
、
上
の
諾
式
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

、
Ｈ
宅
と
置
け
ば
よ
い
、
推
定
式
は
か
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
ｓ

　
　
ｉ
一
　
Ｈ
　
～
　
一
　
一

　
冷
Ｈ
引
Ｍ
］
、
註
Ｈ
今
、

　
　
　
　
“
￥
Ｈ
Ｈ

と
な
り
、
分
散
は

、
、
考
、

（
？
ｏ
）

３
哨
－
抄
小
、
（
－
ぐ
３
』
一
、
－
壮
“
ド
（
串
ミ
・
、
「
ミ
判
）
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
．
．
剖
↓
一

　
　
　
　
　
－
　
ミ

　
　
　
Ｈ
≧
的
．
↓
】
ミ
×
剖
、
１
剖
）
。
。

　
　
　
　
　
　
、
Ｈ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
ミ

　
　
　
Ｕ
≧
。
、
ｑ
“
。
。
一
　
　
ｑ
９
。
、
１
１
吋
Ｖ
］
ミ
×
却
、
－
斗
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
“
－

　
　
　
　
　
　
）

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

で
あ
る
た
め
、
　
・
よ
り

　
　
　
　
　
　
６

　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
レ
、
、
　
ま
、
ー
ミ
～
　
ｑ
、

　
い
（
剖
、
）
、
、
サ
。
。
十
犯
■
之
．
、
を
、
〕
一
．
“
、

と
な
る
、

）２（

重
複
抽
出
を
許
す
場
合

（
Ｑ
．
べ
）

（
ｏ
・
。
。
）

　
　
　
，
い
．
二
段
柿
出
法
に
於
け
る
推
定
式

　
〃
個
の
集
落
よ
り
成
る
母
集
団
か
ら
〃
個
の
集
落
を
、
任
意

の
値
巧
に
比
例
し
た
確
率
で
、
且
同
一
集
落
が
二
度
以
上
重
複

●



し
て
抽
出
さ
れ
て
も
差
支
え
な
い
も
の
と
し
て
抽
出
し
、
次
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
２

抽
出
さ
れ
た
各
集
落
の
”
個
の
調
査
単
位
よ
り
伽
個
の
単
伎
を

等
確
率
で
抽
出
し
て
、
母
平
均
一
”
を
推
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
前
節
よ
り
明
ら
か
な
如
１
く
一
集
落
に
よ
る
母
平
均
の
不
偏
推

　
　
　
　
、
　
　
　
、
一
　
　
　
、

定
値
は
　
　
　
＼
、
で
あ
り
　
薮
で
は
刎
個
の
集
落
を
抽
出

　
　
　
　
考
、
、

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
抽
出
さ
れ
た
各
集
落
よ
り
求
め
た
こ
の

不
偏
推
定
値
を
平
均
し
て
、
母
平
均
の
推
定
値
〆
と
す
れ
ば
よ

い
で
あ
ろ
う
。
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
干
十
払
↓
、
、
十
抄
斗
～
－
独
一
ミ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
）

　
　
（
詐
ポ
篶
簑
ｋ
ら
む
汽
む
、
－
篶
り
り
）

こ
れ
の
期
望
値
を
求
め
る
と

恥
一
３
－
十
帖
込
李
主

［
（
心
・
ミ
）
］

　
　
　
　
　
Ｈ
　
§

　
　
　
　
ｎ
－
Ｍ
，
ｎ
、
　
　
　
　
一
（
０
ゐ
）
一
　
（
？
Ｈ
Ｏ
）

　
　
　
　
　
ミ
↑
－

　
　
　
　
　
　
　
）

と
な
り
、
従
つ
て
榊
は
不
偏
推
定
で
あ
る
。
分
散
を
求
め
る
と

　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
）

　
汽
一
二
∴
一
－
抄
汽
三
ぺ
三
一
Ｇ
・
皇
一
二
一

任
意
本
調
査
法
（
四
）

↓
宗
十
辻
∴
き
、
七
皿
、
杢

［
（
○
』
）
］
　
　
（
Ｑ
・
嵩
）

と
な
る
、

　
１
）
　
重
複
抽
出
が
許
さ
れ
る
と
す
る
と
、
〃
個
の
集
落
の
抽
出
の
各

　
　
≧
は
相
互
に
独
立
と
な
る
、
、
け
だ
し
同
一
集
落
を
重
複
し
て
抽
出

　
　
し
て
も
よ
い
時
は
、
抽
串
の
都
度
そ
れ
を
元
え
戻
し
て
、
母
集
団

　
　
を
常
に
同
じ
構
成
状
態
に
置
い
て
抽
出
を
繰
返
す
場
合
と
同
じ
で

　
　
あ
り
、
そ
の
時
は
先
の
抽
串
に
１
よ
つ
て
如
何
な
る
集
落
が
抽
出
さ

　
　
れ
て
も
、
そ
れ
に
よ
つ
て
後
の
抽
串
が
影
響
さ
れ
る
事
は
な
い
か

　
　
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）
２
）

　
集
落
の
大
い
さ
に
比
例
す
る
場
合
　
　
・
。
１
に
於
て
、
、
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
¢

宅
讐
、
Ｈ
宅
と
置
け
ば
よ
い
。
推
定
式
は

　
・
、
十
払
一
斗
苧
÷
十
抄
く
　
一
蔓
一

分
散
は

　
　
　
　
　
ｑ
、
的
　
Ｈ
　
ミ
　
＞
、
、
レ
、
、
１
３
ｋ
、
心
■
　
［
（
？
べ
）
］

　
　
汽
（
暮
、
）
”
一
十
■
「
皿
４
一
、
「
Ｈ
３
　
　
（
Ｑ
・
；

と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
岬
母
分
散
の
推
定

　
）

　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
ユ
式
に
よ
り
誤
差
分
散
を
計
算
す
る
に
必
要
な
母
分
散
は
一
へ

　
¢
２

及
び
巧
（
＼
Ｈ
ド
～
一
…
一
ミ
）
で
あ
る
、
し
か
し
重
複
抽
出
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
九
（
五
一
九
）



一
・
、
、
、
蜂
、
∴
由
角
、
咀
一
二
　
・
、
一
、
、
．
、
，
ン
、
予
、
一
・
、
。
，
．
、
簑
∴
察
、
一
、
、
且
、
，
．
、
．
・
、
、
．
ノ
、
・
，
．
．
、
１
－
、
一
、
・
汗
一
、
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２
）

の
場
合
は
そ
れ
等
を
別
個
に
推
定
す
る
必
要
は
な
く
、
４
式
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

体
の
不
偏
推
定
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
２

　
そ
れ
は
６
、
と
同
じ
性
質
の
標
本
に
於
け
る
分
散

　
　
印
・
。
。
∴
讐
∴
、
・
、
－
、
、
一
。
。
二
、
十
ユ
と
、

の
期
望
値
を
求
め
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
先
づ
》
を
次
の
よ
う

に
変
形
す
る
。

　
　
印
・
・
、
斗
妙
一
一
、
ざ
、
－
↓
去
土
的

　
　
　
∴
埜
ジ
、
土
的
－
雫
嘉
一
ぎ
、
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
上

　
　
　
　
・
ミ
一
、
、
－
ぺ
一
旧
一
　
　
　
ミ
一
ド
５

　
　
　
＋
淋
二
一
、
・
、
－
土
、
去
、
－
・
。
。
・

葱
で
期
望
値
を
と
る
と

　
　
淋
一
印
・
岨
一
、
曳
斗
と
、
－
ぺ
一
ド
汰
一
、
、
－
、
一
冊

　
　
、
芯
会
弐
ト
、
・
、
て
決
李
、
・
、
一
－
辛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
ｏ
ゐ
）
一
　
（
？
嵩
）

　
　
　
　
　
　
恥
一
、
、
工
－
実
一
ト
と
、
丁
一
一
暮
一
一

　
　
・
．
二
一
り
・
。
。
一
－
乞
一
と
、
一
－
ギ
一
、
、
一
　
一
；
一

と
こ
ろ
が
“
、
－
－
ざ
、
は
州
式
に
於
て
ヱ
と
置
嘉
を
乗

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
（
五
二
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

じ
た
茎
に
等
し
い
。
碧
、
｝
、
、
｛
、
、
・
ミ
、
、
・
故
に

い
一
－
小
ぷ
、
一
と
、
バ
一
、
一
ニ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
＼
、
　
ミ
、
さ
３
。
、

　
　
　
　
　
、
３
的
十
｝
さ
ミ
、
。
。
メ
上
べ
一
一
；
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全

　
　
　
）

叉
パ
は
洲
式
に
於
て
〃
倍
し
た
も
の
に
等
し
い
。
即
ち
　
＼
バ

婁
・
紅

　
　
、
（
＼
、
）
１
ー
ミ
。
。
、
（
ン
、
）

　
～
キ
　
　
　
　
　
　
～
ト

　
　
　
　
ふ
的
・
ナ
雌
－
ぐ
・
心
叱
皿
、
“
一
一
；
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

か
く
て恥

一
切
・
”
一
十
±
・
。
。
十
一
丁
±
ヒ
一
ふ

　
　
　
　
－
、
洲
亨
、
・
苧
ぺ
÷

両
辺
を
（
ミ
ー
Ｈ
）
考
Ｎ
で
除
し
て

芋
ミ
～
…
、
・
、
丁
丈
“

　
　
　
　
　
　
・
十
仏
千
、
・
、
々
辿
、
さ
一
；
一

　
　
　
　
　
　
　
２
）

こ
の
式
○
有
辺
は
４
に
外
な
ら
な
い
、
故
に

　
　
　
　
　
　
６

　
　
　
　
］

　
－
－
－
－
－
－
－
－
ぐ
〃
、
、
（
ン
、
）
　
　
　
　
　
　
（
一
二
〇
。
）

　
　
（
ミ
ー
－
）
ミ
一
　
　
．
享



で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

　
集
落
の
大
い
さ
に
比
例
す
る
場
合
　
　
。
１
に
於
て
、
、
１
１
宅
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
、

、
Ｈ
宅
と
置
く
事
に
よ
り
｛
式
の
不
偏
推
定
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

こ
の
場
含
、
篶
は

　
　
　
　
－
　
§
　
、
　
　
　
　
　
Ｈ
　
§

　
ぺ
、
、
↓
恥
．
、
ぺ
、
、
、
ミ
引
恥
冷
、
、
、
ミ
、
、

で
あ
る
た
め

　
・
。
、
－
十
牡
斗
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